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方法: Th1 応答、Th2 応答、Th17 応答、好酸球性炎症、好中球性炎症の指標として IFN, 
IL-4/5, IL-17, IL-5, IL-8 をそれぞれ用いた。   
結果: スクリーニングの結果、急性単球性白血病癌化細胞株 (THP-1 : human acute 
monocytic leukemia cell line)は有機リン化合物であるダイアジノン(DZN: Diazinon)刺激に
より好中球走化性ケモカイン IL-8 を産生することが明らかとなった。ヒトマクロファージに
おいても DZN により IL-8 の産生は亢進した。THP-1 細胞において、セロトニン (5-HT : 
5-hydroxytryptamine) 受容体アンタゴニストおよびプロテインキナーゼ C (PKC: protein 
kinase C)阻害薬は DZN による IL-8 産生誘導を抑制した。 
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